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西
東
京
支
部
長
の
元
角
昌

三
と
申
し
ま
す
。
西
東
京
支

部
は
今
年
の
四
月
一
日
に
新

し
く
発
足
を
し
た
支
部
で

す
。
西
東
京
市
に
限
ら
ず
、

武
蔵
野
市
や
東
久
留
米
市
等

の
周
辺
市
の
方
と
も
活
動

を
始
め
、
全
国
の
諸
先
輩
か

ら
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
善

行
の
灯
を
広
く
普
及
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
活
動

の
中
心
と
な
る
西
東
京
市
は

東
京
二
十
三
区
の
隣
に
あ
る

旧
田
無
市
と
旧
保
谷
市
が

二
〇
〇
〇
年
に
合
併
し
て
出

来
た
市
で
す
。
新
宿
や
池
袋

ま
で
電
車
で
二
十
分
以
内
と

い
う
ア
ク
セ
ス
の
良
い
都
心

の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
の

特
徴
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

西
東
京
市
の
良
い
と
こ
ろ

は
、
新
し
く
来
た
人
を
温
か

く
迎
え
入
れ
る
文
化
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
文
化
は
江
戸
城

築
造
の
た
め
に
、
青
梅
街
道

が
整
備
さ
れ
そ
の
宿
場
町
と

し
て
栄
え
た
商
人
の
街
と
い

う
歴
史
に
関
係
が
あ
る
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
街
の

中
心
に
あ
り
、
古
く
か
ら
地

域
の
方
に
信
仰
さ
れ
て
き
た

の
が
田
無
神
社
で
す
。
当
支

部
の
理
事
で
も
あ
る
若
き
宮

司
の
賀
陽
智
之
さ
ん
の
計
ら

い
で
、
私
た
ち
の
設
立
総
会

も
こ
の
田
無
神
社
の
参
集
殿

で
行
わ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

古
く
か
ら
地
域
の
人
に
愛
さ

れ
て
来
た
田
無
神
社
が
近
年

再
び
注
目
を
浴
び
て
お
り
ま

す
。き

っ
か
け
は
、
昨
年
、
テ

レ
ビ
東
京
で
日
本
一
ご
利
益

の
あ
る
神
社
と
し
て
、
田
無

神
社
が
紹
介
さ
れ
た
こ
と
で

す
。
賀
陽
宮
司
が
六
年
前
に

急
逝
し
た
先
代
宮
司
の
「
開

か
れ
た
神
社
」
と
い
う
理
念

を
引
き
継
ぎ
地
道
に
努
力
し

て
来
た
も
の
が
テ
レ
ビ
放
映

と
い
う
思
わ
ぬ
偶
然
で
花
開

き
、
過
去
最
高
の
参
拝
客
を

記
録
し
ま
し
た
。
正
月
に
は

参
拝
客
が
多
過
ぎ
て
交
通
渋

滞
が
起
き
る
ほ
ど
で
す
。
今

年
に
入
り
、
東
京
都
の
特
に

景
観
上
重
要
な
歴
史
的
建
造

物
等
に
多
摩
地
域
で
は
大
国

魂
神
社
と
と
も
に
指
定
を
さ

れ
ま
し
た
。
十
月
第
二
週
の

土
日
に
は
例
大
祭
が
と
り
行

わ
れ
古
く
か
ら
い
る
人
も
、

昨
日
引
っ
越
し
て
来
た
人
も

お
神
輿
や
お
祭
り
を
通
じ

て
、
ふ
る
さ
と
と
温
も
り
を

感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

ま
た
、
十
月
か
ら
は
フ
ジ
テ

レ
ビ
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
番
組

で
、
境
内
に
池
を
作
る
と
い

う
企
画
の
放
映
予
定
で
す
。

　　愛
知
県
支
部

　支
部
総
会
開
催

設
立
十
一
年
目
を
迎
え
た

愛
知
県
支
部
の
総
会
が
五

月
二
十
六
日
（
土
）
名
古

屋
市
中
区
大
須
の
「
ロ
ー

ズ
コ
ー
ト
ホ
テ
ル
」
で
会

員
二
十
二
名
参
加
で
開
催

さ
れ
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
善
行
銀

章
を
受
賞
し
た
佐
久
間
春

生
氏
に
支
部
長
よ
り
伝
達

を
行
な
っ
た
。
そ
の
の
ち

総
会
に
、
支
部
長
の
挨
拶
、

顧
問
挨
拶
、
本
部
よ
り
の

祝
電
披
露
、
議
長
選
出
が

行
わ
れ
審
議
に
入
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
度
事
業
報

告
・
決
算
報
告
が
あ
り
、

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
、

平
成
三
十
年
度
事
業
計
画

善
行
川
柳	

選
者	

東

　
　逸
平

○

頑
張
れ

　一
生
懸
命
も

　無
理
せ
ず
に

北
海
道

齊
藤

　
　勉

評
／
こ
の
度
の
北
海
道
地
震
災
害
に
必
死
に
な
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
当
た
ら
れ
る
方
々
に
、
力
強
く
優
し
さ
の
こ
も
っ
た
一

句
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　《
頑
張
れ
よ
》
と
す
る
と
、
更
に
良
い
で
す
よ
。

○

も
み
じ
の
手

　か
ざ
し
て
見
え
る

　輝
ひ
か
り

り
葉

東
京
都

鎌

　倉

　湖

評
／
幼
児
の
手
を
握
っ
て
、
か
ざ
し
て
あ
げ
る
と
眩
し
い
程
、
光
を

吸
っ
た
葉
が
揺
れ
て
い
る
。
良
い
で
す
よ
。

　《
も
み
じ
の
手

　か
ざ
し
て
見
れ
ば

　葉
の
光
》

　短
文
芸
（
俳
句
・
川
柳
な
ど
）
に
は
、
フ
リ
ガ
ナ
は
禁
物
で
す
よ
。

　も
う
一
句
の
《
通
り
路
》
も
フ
リ
ガ
ナ
は
不
要
で
す
。

○

ぼ
ち
ぼ
ち
と

　東
京
五
輪

　見
る
ま
で
は

香
川
県

丸
野

　忠
義

評
／
そ
う
で
す
よ
。
ぼ
ち
ぼ
ち
と
生
き
ま
し
ょ
う
よ
。

　二
度
と
見
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
東
京
五
輪
で
す
よ
。

　賛
成
！

　　石
川
県
金
沢
支
部

　平
成
三
十
年
度

　
　支
部
総
会
の
開
催

当
支
部
で
は
、
八
月
二
十
五

日
（
土
）
に
平
成
三
十
年
度

支
部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
の
反
省

と
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
協

議
事
項
の
確
認
を
行
い
ま
し

た
。
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
、

新
規
会
員
の
開
拓
、
事
業
を

通
じ
て
Ｐ
Ｒ
活
動
推
進
等
を

協
議
し
ま
す
。

今
後
も
イ
ベ
ン
ト
等
に
Ｐ

Ｒ
活
動
を
行
っ
て
、
会
員
の

入
会
を
増
や
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ふる里自慢ふる里自慢

ふ
る
里
自
慢

ふ
る
里
自
慢

東
京
都
西
東
京
支
部

■
訂
正
と
お
詫
び

九
月
号
二
面
の
訃
報
の
中
で
、
二
代
目
佐
野
耕
作

支
部
長
と
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
、

須
田
耕
作
支
部
長
と
な
り
ま
す
。

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
深
く

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

新
会
員
名
簿
（
敬
称
略
）

（
網
走
支
部
）
佐
々
木
英
明
、

内
匠
英
雄
、
樽
見
佐
吉
（
弘

前
支
部
）
高
橋
利
幸
（
岩
手

県
南
支
部
）
小
澤
祐
耕
、
伊

藤
一
守
、
小
野
寺
精
一
、
鈴

木
時
雄
（
岩
手
県
宮
古
支
部
）

坂
本
宏
、
澤
里
寛
（
宮
城
県

支
部
）
池
田
力
男
、
伊
藤
信

一
、
大
場
荘
六
、
萱
場
よ
し

ゑ
、
島
京
子
、
鶴
戸
清
子
、

広
瀬
喜
美
子
、
星
多
美
子
、

宮
所
育
子
、
中
沢
幸
男
、 

西

沢
ひ
ろ
ふ
み
、
横
田
榮
實
夫

（
仙
台
支
部
）
塩
田
潤
一
郎
、

西
田
啓
子
、横
田
千
恵
子
（
米

沢
支
部
）
新
山
宏
三
（
宇
都

宮
支
部
）
株
式
会
社
や
き
や

き
や
、 
遠
藤
廣
、 

大
塚
勇
、 

鹿

熊
忠
治
、 
熊
耳
勝
夫
、
小
堀

道
和
、
宋
碧
華
、
細
谷
ミ
チ

子
、
麦
倉
仁
巳
、
渡
辺
ア
サ

子
（
高
崎
支
部
）
遠
藤
信
行
、

大
澤
文
子
、
関
口
恵
子
、
中

島
久
、
中
島
由
美
子
、
村
上

康
樹
（
前
橋
支
部
）
宇
波
眞

由
美
、
小
林
要
一
、
中
易
満
、

奈
良
京
子
、
樋
田
哲
也
、
福

田
一
良
、
籾
山
多
恵
子
（
新

宿
支
部
）
橋
本
光
世
（
台
東

区
支
部
）
鈴
木
栄
治
、
添
田

寛
、
小
松
信
子
（
渋
谷
支
部
）

木
村
憲
一
（
板
橋
支
部
）	

井

上
晃
三
、
内
山
千
賀
子
、
売

野
謙
二
、
鈴
木
光
子
、
本
橋

祐
五
、
渡
邉
恵
子
、
渡
部
恵

子
（
練
馬
支
部
）
小
松
律
子
、

井
戸
勤
、
川
井
淳
子
、
高
橋

正
一
、永
島
光
男
、町
田
勇（
小

田
原
支
部
）
秋
間
七
枝
、
安

野
裕
子
（
魚
沼
支
部
） 

島
田

雅
史
（
御
殿
場
支
部
）
天
野

伸
春
、
天
野
文
子
、
池
谷
弘
、

池
谷
洋
子
、
遠
藤
豪
、
小
野

巖
、
勝
又
幸
範
、
込
山
恒
広
、

佐
藤
省
三
、
鈴
木
眞
夫
、
鈴

木
豊
、
鷹
嶋
邦
彦
、
高
畑
博

行
、
室
伏
博
行
、
米
山
千
晴
、

渡
辺
悦
郎
（
浜
松
支
部
）
柳

橋
敏
子
、
山
口
恒
夫
（
愛
知

県
支
部
）
宇
野
晃
、
大
橋
円

昭
、
峠
テ
ル
子
、
橋
本
り
ゑ

子
、
吉
田
正
浩
（
京
都
府
支

部
）
石
田
幸
史
郎
、
八
木
辰

夫（
大
阪
府
支
部
）阿
江
敏
行
、

木
村
宏
、
黒
田
全
起
、
中
平

雄
幸
（
香
川
県
支
部
）
井
上

純
一
、
大
山
扶
美
代
、
寺
井

貞
徳
、
十
河
靖
典
、
吉
岡
廣

幸
（
四
国
中
央
支
部
）
井
下

敏
、
高
橋
功
（
福
岡
県
福
岡

支
部
）
眞
島
久
男
、
野
口
照

代
、
末
崎
富
雄
（
福
岡
県
筑

豊
支
部
）
大
坪
松
雄
（
大
分

県
大
分
支
部
）
赤
星
陽
子
、

伊
妻
一
男
、
井
上
隆
喜
、
荻

本
芳
勝
、
株
式
会
社
木
村
写

真
館
、
坂
本
美
代
子
、
佐
藤

貴
士
、
竹
内
小
代
美
、
宮
﨑

敬
子
（
平
成
30
年
１
月
～
平

成
30
年
６
月
末
日
迄
入
会
者
）

　　熊
本
県
宇
土
支
部

　新
一
年
生
の

交
通
安
全
を
祈
り

日
本
善
行
会
熊
本
県
宇
土

支
部
（
山
下
八
郎
支
部
長　

会
員
５
８
名
）
は
例
年
、
交

地
域
の
資
源
が
世
間
か
ら
注

目
さ
れ
る
の
は
非
常
に
嬉
し

い
限
り
で
す
。
是
非
、
西
東

京
市
に
お
立
ち
寄
り
頂
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

通
安
全
祈
願
の
折
り
鶴
を

宇
土
市
役
所
、
市
内
タ
ク

シ
ー
事
業
所
等
へ
届
け
て

い
ま
し
た
が
、
今
回
、
来
春

小
学
校
新
１
年
生
（
市
内
７

校
・
３
５
０
名
）
を
迎
え
る

学
童
に
も
折
り
鶴
を
贈
ろ

う
と
会
員
有
志
が
製
作
に

取
り
か
か
り
ま
し
た
。
ス

タ
ッ
フ
は
一
つ
一
つ
丹
誠

と
思
い
を
込
め
折
り
鶴
を

折
っ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
市
内
小
学
校
は
熊

本
地
震
の
復
興
も
着
実
に

進
み
子
供
た
ち
も
普
段
と

変
わ
ら
な
い
学
校
生
活
に

戻
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

改
め
て
全
国
か
ら
の
支
援

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

案
。
収
支
予
算
案
説
明
が

さ
れ
、
こ
れ
も
全
会
一
致

で
承
認
さ
れ
た
。
総
会
終

了
後
別
室
で
参
加
者
の
記

念
撮
影
を
行
い
、
そ
の
の

ち
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。

参
加
者
一
人
ひ
と
り
が
現

在
行
っ
て
い
る
活
動
の
報

告
を
し
、
終
始
な
ご
や
か

の
内
に
会
が
終
了
し
た
。


